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進歩主義教育の先駆者「高森ふじ先生」における子どもの歌と
リズムの理念
―キリスト教保育に対する信念を中心に―
A study on “Ms. Fuji TAKAMORI” and her ideas on child songs and rhythms,
a pioneer in progressive education
―With a focus on her faith for Christian education ―
谷 村 宏 子
＊
Abstract
This study examined the ideas byMs. Fuji TAKAMORI on child songs and rhythms. She was born
in 1877 (the year Meiji 10) and became a pioneering educator of progressive education in early
childhood learning. She believed in Christian religion and made her motto to “be with children” in
Christian education, acting up to Frobelʼs thought. There she adopted educational tools with Japanese
translation originally from British melodies, for Japanese children to enjoy singing, as well as adopted
rhythm plays into childcare of that time. We confirmed that her childcare was somehow affected by
progressive education and utilized both in theory and in practice.
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はじめに
本稿では、1877（明治10）年生まれで幼児教育に
おける進歩主義教育の先駆者といわれる「高森ふじ
先生（以降敬称略）」の、子どもの歌とリズムに対
する深い思いともいえる理念について検討する。明
治期の幼稚園で歌われていた子どもの歌は文語体の
歌詞で難しいものが多く、リズムも単調であるた
め、幼児にとって楽しく感じられるものではなかっ
た。そのような時代に、高森は子どもが理解できる
言葉を使用し、西洋の弾むようなリズムに日本語訳
の言葉をつけて遊び歌にするなどの工夫をされてい
た。また身体表現を伴う遊び歌は、子どもたちが作
り替えたり創造したりすることが大切であると主張
した。つまり、当時からキリスト教保育では、保育
者が子どもたちに指導するという姿勢ではなく、保
育者が子どもと共にあるという保育理念を大切にし
ていた。保育者養成校においてもそのような指導を
行われていたのである。
幼少期からキリスト教を深く信仰していた高森
は、長崎にあるキリスト教系の活水女学校の小学部
から学んだ後に、同校における保姆経験を経て、幼
児教育を学ぶために米国へ留学し、1921（大正10）
年に大阪のランバス女学院保育専修部開校時に尽力
された。その中で高森は、キリスト教保育の理念と
もいえる「子どもと共に」という保育観をもって子
どもの保育に携わってこられた。高森は、「わたし
の考えはフレーベルが中心。人間の教育というのは
宗教でなければならない。宗教というと少し強く聞
こえるかもしれないが、信念というように言っても
よい。｣
1)
と語り、その信念を保育者養成校での指導
においても貫いてきた方である。高森は活水女学校
英語科と音楽科を卒業し、保姆になった後、1914
（大正）年から年間、米国コロンビア大学幼稚
園師範科に留学してデューイやヒルの授業を受け、
幼児教育の M.A（マスター・オブ・アーツ）の称
号を受けた。帰国後、ランバス女学院保育部ではフ
レーベルを中心とした保育原理を説くと共に、音楽
教育にも力を注ぎ、ヒルの弟子で音楽家のソーン著
『幼児の音楽』を伴きみ子と共訳出版している。
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1）聖和保育史刊行委員会 1985『聖和保育史』p. 407
我が国の明治期における保育養成機関の代表として
は、1896（明治29）年に女子師範学校附属幼稚園
（1907年より東京女子師範学校）を中心に組織され
た「フレーベル会」と、1907（明治41）年設立のキ
リスト教系幼稚園が集まってできた「J.K.U.｣
2)
の
つがある。前者の国公立を中心とした幼稚園では
フレーベルの恩物中心主義を取り入れ、小学校の低
学年用の唱歌や『保育唱歌』など古典的なメロディ
に難しい文語体の歌を歌っていた。そのような中、
女子師範学校附属幼稚園では恩物中心から自由な遊
びを尊重する保育へ転換することを目的に、女子師
範学校助教授の東基吉が批評係に任命され、保育の
改善が試みられた。そこで東は、子どもの気持ちに
沿った歌を歌わせたいという思いから、高等女学校
の音楽教員であった妻クメに歌詞を、クメの東京音
楽学校時代の後輩である滝廉太郎に作曲を依頼し、
《お正月》《水あそび》等の曲をまとめた『幼稚園唱
歌』を出版した。《お正月》の歌詞は、「もういくつ
ねるとお正月、お正月には凧上げて、駒を回して遊
びましょう、早くこいこいお正月」というように、
お正月が来ることを待ち遠しく思う子どもの心を純
粋に描写している。一方《水あそび》の歌詞は、「水
をたくさん汲んできて、水鉄砲で遊びましょう。
シュッシュッシュッシュッ・シュッシュッシュッ」
というように、水鉄砲で遊ぶ時の音を擬音であらわ
している。擬音は子どもの体験に伴う音をあらわし
ており、付点のリズムは子どもにとっていきいきと
乗りやすく、年少児にも理解できる歌詞でできてい
る。これらの歌は現在も歌い継がれているが、当時
の附属幼稚園では幼稚園草創期からの保育方法を踏
襲する保姆達には採択されず残念であったという記
録がある
3)
。つまり、女子師範学校附属幼稚園では、
これらの子どもの心をうたった歌は採択されず、遊
戯においても保母が考えた振り付けを子どもたちが
真似るだけの保母主導型の唱歌遊戯が国公立幼稚園
では行われていた。その一方で、『幼稚園唱歌』の
歌は私立幼稚園では用いられていた。
キリスト教系幼稚園の中でも広島女学校では宣教
師や米国の幼児教育者たちが多かった。ここでは、
子ども主体とする保育を行い、「リズム」の時間で
は、子どもたちが歌詞の無い外国曲に合せてスキッ
プや片足ケンケン等、生き生きと自分の思うような
身体表現を行うなど、アメリカの幼児教育の影響を
受けていた。前述したように、活水女学校附属幼稚
園で保姆をしていた高森ふじはマザーグースを翻訳
して子どもたちと歌い、またリズムの時間を設け
て、子どもたちと楽しい音楽の時間を過ごしてい
た。
高森の功績に関する先行研究としては、『聖和八
十年史（1961）』、『聖和幼稚園100年史（1991）』を
はじめ、宍戸および平岡によるインタビューなどが
多数紹介されているが、本論では、高森の音楽の側
面からの功績について時系列に紹介する。
．高森の長崎活水女学校小学科から米
国留学までの経歴
高森は小学校から長崎にあるキリスト教系の学校
「活水女学校」で学んだ。とくに英語が堪能なこと
から熊本の高校の英語教師になるという話もあった
が、母親の薦めにより日本で活躍する宣教師の子ど
もたちに英語を教えるという仕事についた。その頃
の様子について、宍戸が1965（昭和40）年に88歳に
なる高森を訪ね、次のように報告している
4)
。
妹や弟をもっているものだからいつのまにか
子どもと遊ぶのがじょうずだった。子どもには
裏表がないでしょう。だから好きだった。それ
を校長さんが見ていて、それで幼稚園の保母と
して適当だとみたのでしょう。わたしはそれま
で幼稚園を見たことがなかった。それで、1902
（明治35）年には、活水女学校校長に頼まれ有
能な保母の人材を求めているという要請に応じ
て、保母師範科があり幼稚園も盛んであった広
島女学校に二週間の見学に行った。
高森は母校の校長に保育者としての資質を認めら
れ、英語教師から保母への仕事へと導かれた。保母
になるための研修として、後に合併する広島女学校
に週間見学に行ったという記録がある。特筆する
ことは、国公立幼稚園における保育ではゆったりと
した曲に教師が考えた身振りを子どもに教える唱歌
遊戯を行っている明治期に、すでに広島女学校附属
幼稚園では「リズム」の時間が設けられていたので
ある。1901（明治34）年に「リズム」を保育に取り
教育学論究 第 10号 2 0 1 880
2）Japan Kinndergarten Union：小林恵子 2009『日本の幼児教育につくした宣教師（下）キリスト新聞社 p. 233
3）東基吉 1904「第七章遊戯」『幼稚園保育法』目黒出版 pp. 61-64
4）宍戸健夫 1971『保育に生きた人々』「高森富士（1817〜1969）キリスト教的『児童中心主義保育』の展開」p. 128
入れていた幼児教育の専門家マコーレー（FannieC.
Macoulay）が、《Good morning to you（現：Happy
birthday to you として知られている）》の曲に「お
早う先生」の言葉をつけ、おじぎをしながら歌いつ
つスキップすることなどを教えたという記録があ
り
5)
、おそらく高森もリズムを見学したと推測でき
る。広島女学校の教師は25名で、そのうち外人教師
が14名、音楽担当教師は名となっており、高森ふ
じの番目の姉である高森千鶴子が英語教員として
勤務されていたことに縁を感じる。
その後、高森は活水女学校附属幼稚園の保母とな
るものの、子どもの歌に疑問を呈している。平岡の
インタビューによると、「素人保母一年生で女史が
すぐ気づいたことは、子どもの歌詞が全く難しい。
何々すべし、するなかれです。それに文語体でしょ
う。そこで、英国の歌をたくさん口語体に翻訳して
歌わせました」とある
6)
。さらに、「彼女はだんだ
ん疲れてきた。そして、やめようとさえ思ったとい
う。」とある。文語調の訓育的な歌は、子どもたち
をひきつける魅力に欠けることに気づいた高森は、
イギリスの童謡から翻訳した歌「手をたたきま
しょ、みんなでそろって」を歌い出したのは1907
（明治40）年頃である。当時、高森が翻訳して楽譜
に下した子どもの歌には、次の曲がある7)。
1907（明治40）年《手をたたきませう》
1907（明治40）年《Marching Song》
1910（明治43）年《猫と犬》
1911（明治44）年《毬遊び》
1912（明治45）年《日本の旗》
上記のような外国の楽しいリズムと口語体による
歌詞を用いた歌をうたうことで、高森は子どもの気
持ちをつかむ自信がついてきたようである。当時、
活水女学校幼稚園保姆養成科設置のために来日した
米国シカゴのナショナル・カレッジ・オブ・エデュ
ケーションで保育の専門的教育を受けたメーリ・エ
イ・コーディ（Cody）が来日した。コーディの保
育力は進歩的で新聞にも取り上げられ多くの人から
注目をあび、見学者が殺到したという。高森は幼児
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5）聖和保育史刊行委員会 1985『聖和保育史』p. 57
6）平岡節 1964「第部 保育者の語る保育史 語る人：高森富士・記録者：平岡節」『保育樂年報』昭和40年版 フレー
ベル館 p. 232
7）高森の手書きの楽譜は、聖和短期大学キリスト教 教育・保育研究センター所蔵
表 高森ふじの経歴（留学まで）
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私立活水女学校小学科卒業
誕生
111888（明21）
学歴西暦 職歴（翻訳）
1902（明35）
中等科卒業211898（明31）
初等科卒業171894（明27）
外国曲に日本語の歌詞をつけた曲
明治40年《手をたたきませう》ハ長調 4/4
明治40年《Marching Song》ヘ長調 4/4
明治43年《猫と犬》ヘ長調 2/2
明治44年《毬遊び》ト長調 4/4
明治45年《日本の旗》変ホ長調 4/4
私立活水女学校予備科卒業
1877（明治10）
同校附属幼稚園保母主任に就任
15
英語教師に就任
幼稚園師範科卒業301907（明40）
幼稚園師範科入学281905（明38）
261903（明36）
高等科（大学・文学部）卒業25
同校音楽科卒業361913（大正）
同大大学院入学391916（大）
ニューヨーク州コロンビア大学幼稚園
師範科卒業 B.S の称号授与
391916（大）月
ニューヨーク州コロンビア大学幼稚園
師範科入学
381915（大）月
渡米の為、活水女学校附属幼稚園保母主任を
辞任
イリノイ州シカゴ市ナショナル大学入
学後、年で卒業
371914（大）月
家庭の事情により活水女学校を退職431920（大）
活水女学校保育専修部長に就任M.Aの称号授与。後帰国401917（大）
教育の専門的教育を受けたコーディに出会うことに
より、保育から離れる気持ちを留まったとある
8)
。
1903（明治36）年には、頌栄保姆伝習所を開所し
たハウが『母の遊戯及育児歌』の邦訳本を出版して
いた。ただし、歌の言葉が「をさなごよ、いざ其口
を開くべし」というように文語体の歌詞であったこ
とから、おそらく子どもにわかりやすい言文一致の
歌を欲していた高森はこの歌を使用しなかったと考
えられる。高森は英語訳の『母の歌と愛撫の歌』を
日本語に訳し、分かりやすい口語体の言葉を用いて
歌として授業内で教えていたという記録が、聖和短
期大学キリスト教 教育・保育研究センターに残さ
れている。
高森は、集団で身体表現ができる遊び歌《大キク
ナレヨ》を紹介している。歌詞「大キクナレヨ、小
サクナレヨ、大キク小サク、今ドチラ」に合わせて、
子どもたちが円になって身体表現を行う遊び歌で
小節の覚えやすい歌である。高森の講義ノートに、
「この歌はフレーベルが主張した感覚遊びに該当す
る」と記載されている。
元愛知県立女子大学教授の平岡は高森へのインタ
ビューの中で、リズム活動について以下の報告をし
ている
9)
。
高森は明治期からピアノ伴奏によるリズム活
動を行っていた。当時は附属幼稚園増設のため
に出かける機会が多く、ピアノを音楽の専門教
師に依頼した。ところが、子どもたちは高森の
顔を見るなり「先生のピアノでないと歩けませ
ん」と訴えたという。「この子どものことばは、
リズム活動のためのピアノ伴奏は子どもの能に
合わせ、しかも音楽を正しく理解していけるよ
うに弾かなければならないことを意味するので
すよ。
明治後期のまだ幼稚園の存在が一般的ではなかっ
た時代に、高森はピアノを弾きながらリズミカルな
外国曲に合せてリズムを行っていたことは画期的で
あったといえる。とくに、リズムにおける保育者の
ピアノ伴奏は子どもの能力に合わせて行う、つまり
子どもの様子をよく観察したうえで音楽を的確に理
解して弾くという指摘は、現在の保育にも十分に活
かせられる。
高森の手書きによる講義ノートや学生たちの授業
ノートが、聖和短期大学キリスト教 教育・保育研
究センターに保存されている中で高森は、「人間の
教育は宗教でなければならない。教育者としての信
念をもつこと」とノートに記している。高森はキリ
スト教の観点から保育を捉えた教育者といえよう。
また、生涯をキリスト教保育に捧げた高森は音楽活
動においても、子どもの興味に沿うという一貫した
考えが根付いていた。
．留学時代
高森は1914（大正）年に、イリノイ州シカゴ市
ナショナル大学入学し、通常は年間のところを
年で卒業し、翌年からニューヨーク州コロンビア大
学幼稚園師範科に入学した。高森は、留学当時の米
国における保育界の事情について、次のように語っ
ている
10)
。
デューイ（John Dewey）先生ら学者によっ
て新しい幼児教育の理論と実践が打ち出されて
おり、その理論面の指導者がデューイであり、
実際面の旗頭はヒル（Patty SimthHill）でした。
ヒルはデューイによって認められ、コロンビア
に招聘されたのですよ。「ヒルはフレーベル主
義の受入期から自己満足・自己陶酔期に入って
いった」とし、さらにフレーベル主義からの脱
皮を述べている。デューイ先生は講義の中では
あまりフレーベルを攻撃なさらなかった。（著
書『学校と社会』の中では批判しているが）、
その弟子のキルパトリック（William H.
kilpartrick）は盛んに攻撃していた。しかし、
いくら大学者でもサァーと読んだだけでの批判
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8）平岡節 1964「第部 保育者の語る保育史 語る人：高森富士・記録者：平岡節」『保育樂年報』昭和40年版 フレー
ベル館 p. 232
9）同上 p. 232
10）同上 p. 233
はだめですよ。「母の遊び」だというから男は
真剣に研究しないのでしょうね。それに比べて
ブロー（Susan Elizabeth Blow）はよく研究し
た上で批判している。それは深いものがありま
す。Frobel の時代を考えれば彼は余程進歩的
だったと私は思う。
このように高森はコロンビア大学で、デューイや
ヒルをはじめ様々な講義を受ける機会に恵まれ、幼
児教育の哲学的思想についても学んでいる。その中
で、フレーベルを心の糧と尊敬している高森にとっ
て、猛烈に批判するキルパトリックについては学者
として認めていなかったことが分かる。一方で、高
森は純粋にフレーベルの研究を行っていたブローを
高く評価していた。ブローは、フレーベルのドイツ
語による “Mutter‒und Koselieder（『母の歌と愛撫
の歌』）” を英語訳し、子どもにとって楽しいメロ
ディに作り替えた著書 “THE SONGGS AND
MUSIC of FRIERRICH FROEBELʼS MOTHER
PLAY” を1895年に発刊していた。
アメリカの幼稚園運動において進歩派の代表とも
いえるヒルに学んだ高森は、デューイの深い思想に
触れるとともに、ヒルの意欲的な教育実践を学び、
この時期にまとめられつつあったヒルの著書
“Conduct Curriculum” の翻訳本『幼稚園及び低学
年の行為課程』を1936（昭和11）年を出版した。そ
の年前に大阪市からも同本の翻訳本が出版されて
いるものの、「音楽に関する部分の訳は保育と音楽
に熟知している高森であるからこその表現がみられ
る」と評価されている
11)
。
前述したように、高森はソーン著『幼児の音楽』
12)
を伴きみ子と共訳出版した。本著は、理論と実践が
結びつき、子どものもつ力を高められる内容である
ことから現在にも活かすことができ、当時、大学の
授業においても高森が本著を用いて講義を行ってい
たことが学生の記録から読みとれる。
次に、帰国後の高森の経歴と音楽関連の著書につ
いて、表にまとめる。
．ランバス女学院保育専修部時代
1919（大正）年に神戸パルモア学院で開かれた
南メソジストミッション会議において、大阪にラン
バス女学院神学部と保育専修部をつくることが決議
されたため、広島女学校保母師範科がランバス女学
院へと発展的解消となる。また、同じメソジスト系
の活水女学校幼稚園師範科も同様に統合された。そ
こで、広島女学校で指揮をとっていたマーガレッ
ト・エム・クックをランバス女学院保育専修部部長
に据え、活水女学校からは帰国後まもない高森ふじ
を生徒指導主任に迎え、1921（大正10）年の開校に
至った
13)
。1870（明治）年生まれのクックは、
ジョージア州のアトランタ幼稚園師範学校で幼児教
育を学び、コロンビア大学およびティーチャース・
カレッジで教育学の理論を学んだ後、1904（明治37）
年に来日している。クックは学生一人ひとりに対し
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11）山浦菊子・中村千晶 2001「幼児の歌う活動に関する一考察 そのの―つのコンダクトカリキュラムを通して
―」『聖和大学論集第29号』pp. 98-101
12）アリス・ジー・ソーン著 高森富士子・伴きみ子共訳 1935『幼児の音楽』教文館出版部
13）広島女学院幼児教育史刊行委員会 2006『小さき者への大きな愛―広島女学院ゲーンズ幼稚園の歴史とM.クックの
貢献・広島女学院創立120周年を記念して―』広島女学院、p. 37
表 1921（大正10）年以降の高森の経歴
1934（昭）
44
年 齢
大阪私立ランバス女学院保育部教授に就任
『遊戯唱歌』を『幼児曲集』と本のタイトル変更し、楽譜に訂正を入れる
業 績西 暦
1936（昭11）
『幼児の音楽』翻訳出版581935（昭10）
『歌と遊戯』成文社編集
大阪府社会事業連盟刊行に、高森先生翻訳の歌が多く取り入れられている
1921（大10）
57
聖和女子学院（ランバス女学院）退職651942（昭17）
『幼児のリズム』107頁ランバス女學院保育専修部本科二年（プリント社）631940（昭15）
『子供のうた』ランバス女学院保育部三年生編（島田睦：寄贈）601937（昭12）
『幼稚園及低学年の行為課程』翻訳出版（ランバス女学院）59
聖和女子学院保育部教授帰任701947（昭22）
平安女学院短大保育部兼任教授退職781955（昭30）
平安女学院短大保育部兼任教授就任701947（昭22）
て、「その方よく祈って、考えて、責任をもって」
と諭した言葉は、今でも語り継がれている。
開校の目的は、「本部は飽迄児童中心主義にして
家庭、幼稚園若くは学校に於て真に児童を理解して
保育教養せんと欲する者を収容し（略）」とあり、
児童中心主義を全面的に打ち出していることが分か
る。永井によると「ランバス女学院の設立の由来
は、基督教的生活に相応しき女子教育を施すことで
あった｣
14)
とあるように、ランバス女学院は入学者
の資格をキリスト教信者又は求道者に限定してい
た。つまり、クリスチャンワーカーを育てるところ
でもあったのである
15)
。神学部と保育部が併設した
同校において、クックはキリスト教の普及と幼稚園
運動のために生涯をかけ、高森はフレーベルを中心
としたキリスト教保育の指導に力を注いだ。
開学と共に実習園として附属幼稚園の設置が必要
となり、半年後にはランバス女学院附属幼稚園が誕
生した。幼稚園のモットーは「子どもと共に生き
る」であった。幼稚園を併設したランバス女学院で
は児童中心主義教育を掲げ、幼稚園教師として実践
的で専門的な教育を受けることができた。ランバス
女学院はキリスト教の精神を基本にいち早く進歩主
義の思想を取り入れた保姆養成機関ともいえる。開
校に合わせランバス女学院では設備を整える必要が
あった。職員用机が台45円の時代に、台2,000
円のピアノ台と台800円のオルガンを台買い
揃えている
16)
。ここに、礼拝音楽と幼児教育におけ
る音楽活動に力を入れていたことがうかがえる。高
森はランバス女学院では、幼稚園教育、保育法、児
童心理等の指導を担当していた
17)
が、教師以外の仕
事が山積していたと高森ノートに書かれている。
本校には、フレーベルの思想を批判的に捉えた
デューイやヒルをはじめとする進歩主義教育の思想
が入ってきたが、高森はフレーベルの精神を尊重し
ていたことが自身のノートから伺える。また、高森
は当時の授業でフレーベルの話になると熱弁をふる
われたという教え子の話も聞く。高森の保育への熱
い思いは、音楽の教材にもみられた。当時、高森が
子どもにとってわかりやすい歌詞に編曲した歌を調
査したところ、約30曲見つかった。そのうち、1932
（昭和）年に大阪府社会事業連盟から刊行された
本『歌と遊戯』に16曲掲載され、その一つに《大キ
クナレヨ》も含まれる。このことから、高森の歌が
大阪の公立幼稚園でも歌われていたと推測できる。
これら高森が翻訳した歌の特徴として、拍前か
ら始まるアウフタクトの曲が多く、《さよなら》以
外の曲は楽しく弾むようなリズムになっている。ま
た、《猫と犬》のように、歌詞が「こねこはなくミャ
ン、こいぬがなくワンワンワン」のように擬音が用
いられている曲も多くある。《Marching Song》は、
現在《白熊のジェンカ》として知られている曲で、
「右左調子に合わせてドンドンドン」といった歌詞
がついている。このように弾むメロディに子どもの
興味に沿った歌詞がついた歌は子どもにとって替え
歌にしやすく、さらに擬音の箇所を拍手や楽器で演
奏するなど遊び歌として活用できる範囲が広い。替
え歌や身体表現や楽器活動で子どもによる創造的な
表現ができることは、保育の中で大きな意味をもつ
といえるだろう。
次に、明治後期に一般的な幼稚園で歌われていた
山田源一郎作曲の歌①《時計》と外国のメロディに
高森が歌詞を訳詞をした歌②《時計》の歌詞とを比
較してみる。
①《時計》ハ長調 4/4 作詞家不詳 山田源一
郎作曲
［時計のさげふりよ るひるやまず ｶｯﾀｶｯﾀｶｯﾀｶｯﾀ
あちこちうごく よくみよときさす
にほんのはりを みなみなかぞへよ
いまなるおとを ポﾝポﾝポﾝポﾝポﾝ］
②《時計》変ホ長調 4/4 高森冨士訳詞 外国
曲
［おほどけいがなる ポﾝポﾝポﾝポﾝ はしらどけいが
なる ｶﾁｶﾁｶﾁｶﾁｶﾁｶﾁｶﾁｶﾁ うでどけいがなる
ﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸ ﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸ］
歌詞については、①の歌詞は、「さげふり」「よく
みよときさす」「かぞへよ」といった、子どもには
難解な言葉やさせるといった使役歌詞が使われてい
る。一方、高森訳の②《時計》は、大きな時計・柱
時計・腕時計の音の速さが異なるという分かりやす
い内容である。
教育学論究 第 10号 2 0 1 884
14）永井優美 2016「ランバス女学院保育専修部の設立と養成の特徴」『近代日本保育者養成史の研究 ―キリスト教系
保母養成機関を中心に―』風間書房、p. 264
15）聖和八十年史編集委員会 1961『聖和八十年史』p. 66
16）聖和八十年史編集委員会 1961『聖和八十年史』p. 120
17）日本幼児保育史第巻 1969フレーベル館 p. 88
リズムについて①《時計》は、ほとんどが分音
符からなり、擬音の［ｶｯﾀ］は分音符、最後の［ポ
ﾝ］は、分音符となっている。②《時計》のリズ
ムは、最初の［おほどけい］のところは「ﾀﾝﾀﾀﾀﾝﾀﾀ・
ターター」で始まり、音の［ポﾝ］はゆっくりした
分音符、つ目の柱時計の［ｶﾁ］は歩くテンポの
分音符、つ目の［ﾁｯ］は走るような分音符と
徐々に速くなっていく。テンポが速くなる曲を子ど
もは好む。また、足踏みなどの身体表現であらわす
と面白くなるだろう。
このように、歌詞やリズムを作り替えて遊ぶこと
ができる歌は、幼児期の子どもの発達にとっても相
応しいと考える。ただし、②《時計》の調子は、変
ホ長調と調子記号の（♭）がつあるため、保育者
はピアノ伴奏の練習が必要である。外国曲には、調
子記号（♯や♭）が複数ついた曲や、日本人として
は難しく感じる拍子（3/8・6/8拍子）が多々あるが、
総じて美しいメロディ曲が多い。ここに外国曲を選
択した高森の思いが感じられる。
次に、高森訳詞の《手をたたきませう》の歌詞を
紹介する。
「てをたたきましょ、みんなでそろって、拍子
に合わせ、みんなでそろって、わらへよアハハ、
わらへよアハハアハハ、アハハ、ああおもしろ
い」
番の歌詞
「ピアノひきましょ、みんなでそろって、調子
を合わせ、みんなでそろって、ひきませう、ポ
ンポンポン、わらへよハッハハ、ハッハハ・
ハッハハ、ああおもしろい」
歌詞から、みんなで手を叩いたり、ピアノを弾く
真似をしながら歌える楽しい雰囲気が醸し出され
る。また、いろいろな替え歌にすることができ、子
どもが自発的に遊ぶことにつながる教材である。現
在も歌い継がれているが、高森の翻訳であることを
知られていないことが分かる記述がある
18)
。
いつくしむ師よ、お早う 師よ お早うと
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18）高森の講義ノートより、聖和短期大学キリスト教 教育・保育研究センター所蔵
表 高森訳『歌と遊戯』1932年（昭和年）

15
ハ長調
休め
I SEE YOU27
変ロ長調2/4
ヘ長調4/4
帆かけ舟26
調 性
ヘ長調4/4
曲 目
あそべ14

ニ長調4/4デンデン虫
22
ト長調大キクナレヨ21
ヘ長調3/8鳩
ニ長調2/4

18
ハ長調4/4
手をたたきませう
The Kings Lond
ハ長調4/4この花は何？25
変ホ長4/4時計
変ロ長調4/4水車12
ト長調3/4果物箱11
ハ長調4/4廻旋台10
ニ長調3/4タンポポ
変ホ長2/4野菊13
その他の歌
休め
猫と犬
変ホ長調4/4
調 性
ヘ長調4/4
曲 目
Marching Song
食事の感謝
変ホ長調6/8指の家族
ト長調4/4毬あそび
ト長調4/4
ヘ長調4/4
よく噛めよ
Christmas Greating
ヘ長調2/2
変イ長調4/4さよなら
ト長調2/4星のうた
ト長調2/4お日様月も
イ長調4/4
変ホ長調4/4日本の旗
みないう 頭はたれ 眼は笑う よろこび謝せ
よ この日を」という歌詞に対して、高森は
「これでは子どもに判りませんよ。そこで何と
か子どもに適当な歌がほしいと思ったがないん
ですよ。しょうがないので、とにかく英国の歌
をたくさん自分で口語体に翻訳して歌わせまし
た。その一つは今でも歌われているでしょう。
「手をたたきましょ、みんなで、そろって、」あ
れが私の訳です。この間も NHKのある出版物
に作者不明とありましたが、長崎の果てで昔私
が訳したんですよ。誰も信ずるものはないで
しょうが（略）あれは、はじめの部分の歌詞を
色々変化させて動作をつけて歌うのですよ。
（下線は筆者による）
高森は子どもが自然に歌いはじめて、身体表現を
つけて楽しく遊べる歌を子どもたちに提供したい
と、常に子どもの視点から保育を考えていたことが
分かる。さらに、歌詞を自由に作り替えることや動
作を変化させることで創造性と子どもの自発性を促
すという点で、このような音楽教材は現在にも活か
される有意義なものといえる。さらに、高森は歌へ
の理念として、次のように説いている
歌のメロディはリズミックであり、そして面
白いものであってほしい。メロディを面白くす
るためには、音は特に巧妙にまた、独創的に配
列されていなければならぬ。これは、又短くな
くてはならないとは云うものの、強いリズミッ
クの感じであってはいけない。長い歌であって
も若し繰り返しの多いものならば使っても可。
メロディは子どもの歌いやすい音程、例えば音
程の中の5−3、5−8、5−1、2−6等のような音
程を含んでいなければならない。他の調へ転じ
たり、難しい半音を使ったりしてはならない。
子どもの歌に対してこのような信念をもっていた
高森は、フレーベル著『母の歌と愛撫の歌』におけ
るコール作曲のメロディには、転調や高音から低音
へ跳躍する音が多数あることに疑問を抱いていたの
かもしれない。
．歌唱の意義
ランバス女学院では、「Nursery School」研究の
中で「音楽に関する設備―幼稚園及ナーサリース
クールの音楽の使命―」として、次のように記され
ている
19)
。
幼児の教育の手段として音楽は重要な部分を
示して居る。幼稚園及ナーサリースクールの音
楽は、ただ歌を教へるのみならず歌を通じ自然
界人事界等の事柄を紹介するのである。私達が
自然界人事界の方法でも紹介するのに音楽に寄
らなくても、お話によって、或は他の方法でも
紹介する事が出来る。しかし一緒に歌ひ（ﾏﾏ）
一緒に遊んで紹介するならば一層面白く且つ効
果が多いのである。又音楽は子供自身の要求で
ある。けれども幼児は生れた時から音楽に対し
て非常な興味を持って居る。けれども幼児はこ
の音楽をどのやうにのばしてゆくか知らない。
そこで、これをのばしてゆく必要がある。内か
ら出る音楽的要求を充してやり、又それをよく
のばしてゆくといふのが幼児に對する音楽教育
の重大なる使命である｡（下線は筆者による）
これは、高森が翻訳したソーン著の『幼児の音
楽』
20)
に記されている内容と重なる部分が多くある。
音楽が幼児教育の中で重要な部分であることを示
し、歌の意義は自然界や社会のことを紹介するとい
うくだりは、フレーベルの『母の遊戯及育児歌』の
ことを指しているのであろう。フレーベルの『母の
遊戯及育児歌』では、歌を通して目には見えない風
が風見鶏を通して感じられることや、社会で働く炭
焼きの人や大工さんといった方々により生活が成り
立っていることに感謝して、生きることを歌と動作
を通して乳幼児期から教えているのである。
さらに他者と一緒に楽しく歌ったり遊ぶことで一
層面白いと感じ、効果的であると説く。また、生得
的にもつ幼児の音楽への興味をどのように伸ばすか
は、保育者の重大な使命であると示唆している。
．お遊戯の講習会
講習会講師を引き受けることがあった高森は、
「お遊戯の講習会」にも参加していた。遊戯につい
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19）ランバス女学院保育専修部三年合著 大正年『Mursery School』
20）アリス・ジー・ソーン著 高森富士子・伴きみ子共訳 1935『幼児の音楽』教文館出版部
て、高森は次のように語っている
21)
。
その頃のお遊戯といえば、先生が動作を示
し、子どもはただそれをまねるだけでした。私
は、ことばに合わせて子どもが考えた表現を、
リズム活動も音楽をきかせて子どもたちが思い
思いに動作をする。その中で一番よいものを取
り、みんなでやってみるように。先生はその批
判・選択のなかで指導をするのです。こうして
子どもの表現そのものをとることを主張してき
ました。だから、子どもたちが考え出し、それ
を応用することができるようにするのですよ。
子どもは興味をもって考えを出しますよ。
このように高森は、子どもの思いが込められてい
ない遊戯に批判的な言葉を投げかけている。さら
に、リズムについても子どもの主体性を重んじると
ともに、子ども自身が考え、さらに応用しなら創造
性を育成する保育が大切であると主張している。こ
れは、現在の幼稚園教育要領にも示されていること
でもある。キリスト教保育の中で子どもの主体性を
伸ばすという一貫した理念は、現在、文部科学省が
示す領域「表現」の内容と同様の部分も多くみられ
るが、根底にある思想は異なると考える。
．まとめ
小学校からキリスト教系の学校で学んできた高森
は神様への信仰心があつく、キリスト教保育の中で
大切にしている幼な子をキリストへ導くという精神
が根付いていることは、高森の「教育に対する信念」
という言葉からも分かる。高森は幼少期から外人宣
教師と出逢う環境の中で育ち、礼拝で讃美歌を歌う
など、早くから西洋の文化や音楽に触れてきた。こ
のような環境の中で高森は英語が堪能になり、活水
女学校附属幼稚園保母時代から外国曲の歌詞を翻訳
して、《てをたたきませう》などの楽しい歌を子ど
もたちに提供することにつながったことがわかっ
た。また、米国留学中に児童中心主義の理論と実践
を目の当たりにした高森は、子どもを主体とする保
育に確信をもった。高森の「子どもと共に生きる」
という信念は、ランバス女学院（後の聖和大学）に
学ぶ学生たちを通して、全国に散らばっている保育
者の中に根付いたと考えられる。ただし、最終的に
高森は、フレーベル主義から脱却して児童中心主義
教育を推進したヒルの考え方よりも、フレーベル主
義を通したブロウの思想に傾倒していたことが後述
談から明らかになった。
キリスト教保育では「子ども一人ひとりを大切に
し、個性を認める」という保育理念があり、進歩主
義教育には「児童中心主義」というモットーがある。
子どもと共にという保育観から、子どもが柔軟に遊
びさらに創造的な表現につながるような音楽教材
が、高森によって生み出されたことが確認された。
子どもにとって音楽活動を通した楽しい経験を通し
て、創造性、社会性の育成が望まれるといえるだろ
う。
1948（昭和23）年に「保育要領」が刊行され、我
が国の教育方針として、これまでの教師主導型の遊
戯から「リズム」へと保育内容が大きく変更された。
「保育要領」において子どもの主体性を重んじる保
育が掲げられた背景として、「保育要領」作成時に
中心人物であった米国教育庁に属するヘレン・ヘッ
ファナンの影響が挙げられるだろう。ヘッファナン
が聖和幼稚園の保育を参観された時に賛辞が述べら
れたという記録からも分かるように、米国の児童中
心主義という点での一致があったからであろう。た
だし「保育要領」はわすか年で消えている。
当時の「保育要領」における「音楽」の箇所を紹
介する。
音楽
幼児に音楽の喜びを味わせ、心から楽しく歌
うようにすること、それによって音楽の美しさ
をわからせることがたいせつなのである。音楽
美に対する理解や表現の力の芽ばえを養い、幼
児の生活に潤いを持たせることができる。
（）歌は旋律の美しく明かるく単純なもの。
音域のあまり広くないもの。調子は長調とし、
拍子は単純な二拍子か四拍子を主としこれに三
拍子のものも加える。中途で調子や拍子の変わ
るものや、附点音符の多いものは避け、曲の長
さは短いほどよく、八小節から十六小節どまり
とする。音程の飛躍したものはいけない。発声
は無理のない自然なものとする。
幼児たちがときどき即興的な歌を唱っている
場合があるが、教師は、注意深く、それを聞き、
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いっしょに唱ったり、適宜に訂正してから他の
幼児に紹介して探り上げるのはよいことであ
る。教師はできるだけ多くの歌を知り、幼児が
歌を要求した場合、直ちに唱って聞かせてやれ
るようにしておくのはもちろん、また、ときに
は即興の作詩・作曲ができるようでありたいも
のである。
この内容は、高森がこれまで提唱してきた歌・リ
ズムへの理念と共通する部分が多くみられる。旋律
は美しく明るく、曲の長さは短く、さらに子どもた
ちの即興的な歌声に着目し、時には即興の作詞や作
曲といった替え歌で楽しむことを主張している。戦
後になり国公立幼稚園ではようやく子どもを主体と
する保育に舵をとるようになったのである。明治後
期からキリスト教保育の中で高森が主張していた保
育方法は、戦後になり一般的に広まったともいえ
る。
高森は保育への疑問から明治期に子どもが楽しめ
る歌として、英国のメロディに翻訳した歌詞をつけ
た教材を開発し、子どもの思いに合わせたリズムを
保育に取り入れてきたことは非常に進歩的である。
高森の保育における歌・リズムの捉えは、フレーベ
ルの根底にあるキリスト教の精神を軸に、実践的・
理論的に活用できるものであったことが確認でき
た。
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